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江差町は…

• 人口：8066人（2017年1月末現在）

• 面積：109．53平方キロメートル

• 江戸時代、ニシン漁と北前船による交易で開けた町

• 民謡「江差追分」や北海道最古の祭りなどがある文化の町

• 現在は農業、漁業の第１次産業を基盤とし、商工業や福祉事業所な
どがある

• 特産品はイカ、ナマコ、紅ズワイガニ

米、ジャガイモ、アスパラガス





照井誉之介は…

• 1984年、東京生まれ、神奈川育ち

• 2003年、私立明治学院高校（東京）卒業

• 2008年、早稲田大学政治経済学部政治学科卒業

• 同年、北海道新聞社入社、本社編集本部、江差支局、帯広支社で
勤務。2014年4月に江差町長選挙出馬のため退社

• 2014年8月から江差町長、現在1期3年目



まちづくりの方針は…

• 「江差が活性化できないならば日本中どこも活性化しない」それくら
い魅力的な町だと感じた。魅力がある半面、課題も多い

• 「よそ者」「若者」だという視点を忘れず、江差の魅力を発信し、課題
解決に積極的に挑戦

• キャッチフレーズは「古くて新しいまち江差」

↓
歴史や文化を生かしつつも、若い世代（40代以下）が定住しやすく、住
んでいて楽しいと思えるようなまちづくり



公共交通の現状は…
• 2014年5月、JR江差線木古内ー江差間（42キロ）が廃線

⇒鉄路のない町に

• 同区間では、沿線自治体3町で代替バスを運行。費用をJR北海道が
負担。約15年分の費用を拠出。その後は自治体負担の見込み

• 廃線にあたり、住民の反発は特になかった。

But 廃線は「地方衰退の象徴」

• 函館駅ー江差間は民間路線バスが運行。毎日5往復。約2時間。

• 奥尻島行きのフェリーが夏季で１日2往復、冬季は1往復運航。

• 高規格幹線道路「函館江差自動車道」は途中の木古内ICまで2019
年度の開通予定、木古内ー江差間はいまだ事業未着手



北海道新幹線の開業で…

• 2016年3月、北海道新幹線開業。東京まで最短4時間2分
• 北海道の新幹線駅は2つ。

終着駅の新函館北斗駅と木古内駅

両駅から江差まで約40キロ、車で1時間

（ちなみに函館空港からは車で2時間。路線バスは乗り継ぎ）

両駅から江差までの間、路線バスも運行している。



北海道新幹線の開業で…

• 観光客数（4～9月の上半期）

2015年 31万2936人 うち北海道外 （通年）14万8786人
↓4%増 ↓49%増

2016年 32万6435人 うち北海道外 （上半期）22万2049人

北海道新幹線の開業で観光客数は微増だが、道外客がかなりの伸
び率。半面、道内客は伸び悩み。



観光振興の意義は…

• 江差町内の各種産業の衰退に歯止めをかけるため、江差町外から
の「外貨」を稼ぎ、各種産業を補完する役割

• ただ単に観光客の人数を増やすのではなく、いかに多く経済行為を
おこなってもらうかが重要



観光振興の課題は…

• 宿泊施設の少なさ

函館近郊は慢性的に宿泊施設が足りていない。江差は宿泊施設
の廃業が続く

• 発信力の弱さ

江差の知名度の不足、魅力が正しく伝わっていない



宿泊施設への対策

＜既存の宿泊施設に対して＞

• 2015年度に、既存の旅館やホテルにたいして改修費の一部補助

2015、16年度の２ヶ年で延べ9件に約900万円を補助

＜新規宿泊施設の誘致に対して＞

• 2016年度に、宿泊施設建設費用の1／2（最高1億円）を支援する「ま
ちづくり推進交付金」制度を創設



魅力の発信向上のために…

①NPO「日本で最も美しい村連合」への加盟

②「北の江の島構想」

③「日本遺産」への申請



「日本で最も美しい村」への加盟

• 失ったら二度と取り戻せない日本の農産漁村の景観や環境、文化
を守り、地域資源を生かしながら自立を目指す運動。

• 条件は人口が1万人以下で、2つ以上の運動に合った地域資源があ
ることなど。

• 2005年に設立され、現在全国の64自治体が加盟。江差町は2015年
度に加盟。地域資源として、①全国組織を持つ民謡の江差追分、②
北海道最古の祭り「姥神（うばがみ）大神宮渡御祭」、③古い町並み
を再現した約1．2キロの「いにしえ街道」



「北の江の島構想」

• 江差町には天然の島「かもめ島」がある。江差のシンボル。

• 江差港マリーナがあり、マリンスポーツを楽しめる環境。

• 道の駅の港版「海の駅」に指定

• 「北の江の島」として発信し、全国にPR
• 町民からは「なんで江の島なんだ」「他地域の真似事はすべきじゃな
い」との批判もあるが、注目を集めるためのキャッチフレーズとして
採用。

• 観光客誘致の拠点化に向けた整備を計画。2017年度中に計画を策
定し約10年間かけて整備を実施。





「日本遺産」への認定を目指して…

• 文化庁が地域を指定する「日本遺産」申請中。2020年の東京オリン
ピックパラリンピックまでに全国100箇所が指定される見込み。申請
の際には地域の魅力を発信するストーリーが必要。

• これまで37件が認定されており、北海道にはまだない。

• ストーリーは「江差の五月は江戸にもない

ーニシンによる繁栄が息づく町」

外国人観光客へのアプローチも視野。アイヌ文化との交流を促進中。





結局、言いたいことは…

• 江差は北前船の交易で栄えたが、陸路の交通アクセスは悪い

• 2次交通対策も必要だが、まずは「遠い先」にどんな魅力があるか

• だからこそ、函館市のような都市化はせず、文化や日本的魅力が地
域の中に息づいている

• これをいかにして外貨を稼ぐ仕組みに変えていくかが江差に問われ
ている

• 北海道新幹線の開業を契機に「選ばれる地域」へ。
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